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多変数関数の極限値
lim

(x,y)!(a,b)
f(x, y) = A

例：
f(x, y) =

8
<

:

2xy

x2 + y2
(x, y) 6= (0, 0)

0 (x, y) = (0, 0)
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多変数関数の連続性
D ⇢ R2：領域；f : D ! R；(a, b) 2 D

定義
f が (a, b) で連続 def, lim

(x,y)!(a,b)
f(x, y) = f(a, b)．
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多変数関数の微分可能性
D ⇢ R2：領域；f : ! R：関数；(a, b) 2 D

定義
f が (a, b) で微分可能であるとは，定数 A, B をうまくとり，十分小さい (h, k) 6= (0, 0) に対して

f(a+ h, b+ k)� f(a, b) = Ah+Bk + "(h, k)
p
h2 + k2 (⇤)

により "(h, k) を定義すると，次が成り立つことである：
lim

(h,k)!(0,0)
"(h, k) = 0.
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微分可能 ) 連続
命題
関数 f(x, y) が (a, b) で微分可能ならば，f は (a, b) で連続．
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微分可能 ) 偏微分可能
命題
関数 f(x, y) が (a, b) で微分可能ならば，f は (a, b) で偏微分可能で，(⇤) の A = fx(a, b), B = fy(a, b)．
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for (a . b) 2***#
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偏微分可能＋偏導関数が連続 ) 連続
定理 (定理 3.16)
領域 D で定義された 2変数関数 f が D の各点で偏微分可能，かつ偏導関数 fx, fy が D で連続ならば f は D の各点で微分可能である．
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定理 3.16の証明
D ⇢ R2：領域；f : D ! R．
定理
f が D の各点で偏微分可能；fx，fy が D で連続

) f は D で連続．
証明：
F := f(a+ h, b+ k)� f(a, b+ k), G := f(a, b+ k)� f(a, b).

定理 (平均値の定理)
関数 f が区間 I で微分可能であるとき，点 a 2 I と a+ h 2 I となるような h に対して，次をみたす ✓ が存在する：

f(a+ h)� f(a) = f 0(a+ ✓h)h (0 < ✓ < 1).

微分積分学第一 2024/06/27 8 / 8

III
/Ad


